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総括すると、本論文は、ビデオ会議システムという IT を利用した日本語教育の研究では 
ハード面に偏りがちな研究が多い中で、その技術的な特長を重視するだけではなく、質的、 
量的な両面で、母語話者場面と比較しながら、言語的、社会言語的、社会文化的といった、 
さまざまなインターアクション・レベルで起きる調整行動の緻密な検証がなされていると 
いう点が評価される。また、調査対象となった接触場面の特定の参加者だけではなく、学 
習者と支援者のあり方、支援者の役割、双方の学びなどについて、広範囲な考察が試みら 
れていることも、判断評価の対象になった。 
論文の仕上がりについては、依然、論証、スタイル、全体の構成及び論理的な流れに関 
し、やや荒削りで、今後より精緻な検証が期待されるところも認められるが、文献資料収 
集、問題意識方法論、分析などといった項目については、博士論文の基準を満たすプレゼ 
ンテーションであったと思量できる。 
以上、報告内容を総合的に勘案し、日本語教育学の博士学位論文として評価に値するも 
であると判断する。 
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